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現在〉

1，496戸(--2) 
7ダ452AC十 4)
3，672入(ナ 4)

3，780人(士 0)

村のようす

(56年11月

数

口

帯

、男

女

世

人

A.i私達、この剣道からいろんなとともが
学べるんですヨoJ 

文
武
両
道
の
向
上
へ
げ

第
十
回
玉
川
村
柔
剣
道
大
会
が
十
一

月
二
十
三
日
村
体
育
館
で
関
か
れ
ま
し

た。
村
内
に
は
、
‘柔
剣
道
協
会
も
あ
り
最

近
で
は
、
日
本
古
来
の
武
道
の
精
神
を

見
直
そ
う
と
い
う
動
き
も
見
ら
れ
、
小

中
学
生
の
間
で
は
、
ク
ラ
ブ
等
に
参
加

す
る
人
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ブ
で
は
、
村
内
の
武
道
愛
好

家
が
指
導
に
当
っ
て
い
ま
す
。
叉
中
学

生
は
、
学
校
で
の
部
活
動
に
参
加
し
て

い
る
人
も
多
く
、
大
会
で
は
小
・
中
学

生
・
一
般
の
人
達
が
一
堂
に
参
加
し
、

日
頃
の
厳
し
い
練
習
の
成
果
を
ぶ
つ
け

合
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
o

A

柔

道

V

中
学
生
の
部

。
一
学
牛

優

勝

準
優
勝

三

位
。
二
学
牛

優

勝
準
優
勝

三

位
。
一
二
学
年

優

勝
準
優
勝

三

位

縮小高木

康伸雄政

彦夫ー域

谷原橋戸

ちびっ子剣士の ・気合が入る

湯塩宗佐

沢町形藤

重

彦晃誠栄

木井林

哲浩伸

大石小

夫和一

.A 

三準優 o 三準l優 o 三準優 o 三準優 o 三準優 o 中 三準優。 三準優。小 A 三準優。
- "優女 11 優三 11 優二 11 優一学 " 優低 11 優高学剣"優-" 

位勝勝般 位勝勝子 位勝勝学位勝勝学 位勝勝学生 位勝勝学 位勝勝学生 位勝勝般
の の 年 年 年の 年 年の、 の
部 部 部 品部号部
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年

末

年

始

の

交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

る
飲
酒
運
転
の
絶
滅
を
期
す
る
た
め
、

県
民
す
べ
て
に
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
'す
る

も
-の
で
す
。

運
動
の
重
点

一
、
飲
酒
運
転
の
徹
底
追
放

一
一
、
こ
ど
も
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

三
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
の
推
進

四
、
投
開
及
び
凍
結
時
の
交
通
事
故
防

止

昭和56年12月1日

県
内
に
お
け
る
交
通
事
故
発
生
状
況

「

安

全

は

あ

な

た

自

身

が

こ

の

運

動

は

、

年

末

年

始

に

お

け

る

は

十

一

月

十

九

日

現

在

つ

く

る

も

一の
」
交
通
の
混
雑
や
積
雪
1

持
経
等
に
よ
る
発
生
件
数
七
、
七
九
二
件
で
昨
年
よ
り

十
二
月
十
五
日
〈
火
)
か
ら
道
路
事
情
の
悪
化
に
伴
う
交
通
事
故
の
一
五
二
件
増
、

一人死
者
二
ハ
五
名
で
、
昨

一4
月
十
四
日
ハ
木
〉
ま
で
防
北
と
こ
の
時
期
に
増
加
が
予
想
さ
れ
年
よ
り
三
一
一
一
名
増
、
傷
者
九
、
九
六
九

No. 184 

須
賀
川
東
へ

① 

日

時

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
十
二
日
〈
土
曜
日
〉

午
後
一
時
三
十
分
よ
り

須
賀
川
市
文
化
ι

セ
ン
タ
ー

①

場

所

たまかわ

二
十
一
世
紀
に
向
け
福

島
県
の
発
展
と
、
さ
ら
に

は
、
須
賀
川
、
玉
川
、
県

南
地
域
の
躍
一
進
を
期
待

し
、
福
島
空
港
を
「
須
賀

川
東
へ
」
誘
致
す
る
た

め
、
「
福
島
空
港
誘
致
総

決
起
大
会
」
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

関
係
住
民
は
も
と
よ
り
地
域
の
各
関

係
閣
t

体
主
県
内
各
地
の
賛
同
者
の
結
集

を
は
か
り
地
域
住
民
の
熱
意
あ
る
願
い
‘

を
県
関
係
機
関
に
対
し
、
マ
ー
ピ
ザ!
ル
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

賛
同
者
一
同
の
ど
出
席
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

広報

福
島
空
港
誘
致
総
決
起
大
会

実
行
委
員
会

。
当
日
、
歓
送
迎
パ
ス
を
運
行
の
予

定
で
す
め
で
ご
利
用
下
さ
い
。

名
で
~昨
年
よ
り
一
二
七
名
増
と
な
っ
て

お
り
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
事
態
に
立

ち
至
っ
て
お
り
ま
す
。

村
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況
は
十
月

末
日
現
在
次
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

発
生
件
数
、
犠
牲
者
と
も
に
年
々
増
加

し
、
痛
ま
し
い
事
故
も
発
生
し
て
お
り

ま
す
。こ
れ
ら
の
交
通
事
故
は
、
歩
行
者
・

運
転
者
・
自
転
車
利
用
者
が
基
礎
的
な

注
意
を
す
れ
ば
防
止
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
あ
る
。

村
民
一
人
ひ
と
り
が
、
交
通
事
故
の

防
止
を
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
と
ら

え
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
交
通

ル
i
ル
を
正
し
く
実
践
す
る
こ
と
を
再

度
確
認
し
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
県
民
大
会

u
席
上
本
村
よ
り

三
名
が
表
彰
日

第
二
十
回
交
通
安
全
県
民
大
会
が
、

さ
る
十
月
二
守
七
日
午
後
一
時
か
ら
須

賀
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
関
係
者
千
五

百
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。

交
通
事
故
死
亡
者
は
昨
年
一
ヶ
年
間

の
百
五
十
二
人
を
超
え
、
増
加
率
全
冨

ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

鑑
み
、
交
通
事
故
の
根
絶
に
努
め
る
緊

急
決
議
案
が
提
出
さ
れ
拍
手
で
採
択
さ

れ
た
。席
上
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た。(
本
村
関
係
分
)

o
福
島
県
警
察
本
部
長
、
福
島
県
交
通

安
全
協
会
長
連
名
表
彰

交
通
安
全
功
労
者
境
田
孝
意

優

良

運

転

者

大

野

福

一

H
H

小
針
武
子

表
彰
さ
れ
た
境
田
孝
意
氏
は
、
昭
和

三
十
九
年
交
通
安
全
協
会
須
釜
分
会
設

立
と
同
時
に
役
員
と
し
て
交
通
安
全
の

た
め
献
身
的
に
尽
力
さ
れ
、
昭
和
五
十

三
年
よ
り
分
会
長
に
就
任
し
長
い
間
の

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
大
野
福
一
氏
は
免
許
取
得
時

よ
り
安
全
運
転
に
努
め
二
十
二
年
間
無

事
故
無
違
反
で
あ
り
、
須
釜
分
会
の
役

員
と
じ
て
安
全
運
転
の
指
導
に
あ
た
る

等
他
の
運
転
者
の
模
範
で
あ
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

小
針
武
子
氏
も
免
許
取
得
時
よ
り
常

に
安
全
運
転
に
心
掛
け
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
と
し
て
十
九
年
間
も
の
間
無
事
故
無

違
反
で
あ
り
他
の
運
転
車
の
模
範
で
あ

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

味
原
重
次
氏

交
通
栄
誉
章
受
彰

こ
の
ほ
ど
優
良
運
転
者
と
し
て
交
通

栄
誉
章
(
縁
十
字
銅
章
〉
が
、
川
辺
の

味
原
重
次
氏
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

実現させよう「福島空港』を須賀川東ヘY
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一一成人
一おめで一一之ろ………一………
丸
山一三

日…一九十八
一一名耕
一一大
…ん
の
…仲間一太
一歩

成
人
に
達
し
た
若
者
た
も
の
晴
れ
の
門
出
を
祝
福
す
る
成
人
式
が
、

来
春
一
月
十
五
日
(
成
人
百
日
u

に
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

す
。

h

A

村
内
の
成
人
該
当
者
は
三
昭
和
三
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
三
十
七
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者
で
、
本
村
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
者
、

ま
た
十
一
月
二
十
四
日
ま
で
申
し
込
み
の
あ
っ
た
成
人
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
も
れ
で
名
前
が
載

っ

て

い

な

い

方
、
あ
る
い
は
本
村
出
身
で
村
の
成
人
式
に
出
席
し
た
い
方
は
、
公
民

館
へ
十
二
月
二
十
日
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

i
 

-Ea
，
 

辺

味
原
ト
シ
子

小
針
美
代
子

三

瓶

和

夫

白

旗

敏

明

矢

部

陽

子

矢

吹

知

子

-f+-

ifv1' 

生

真曲曲
弓山山

浩
美
久
之
保
善

‘、
''aa--，
， 

fE司

有
賀
の
り
子

車

田

錦

子

車
田
佐
智
子
一

車

田

勉

須

藤

重

子

関

根

勝

男

一コ
輪

光
江
哨

吉関須鈴鈴
田根藤木木

義初一嘉正
彦子郎兼人

矢曲曲
吹山山

成
子
浩
範
節
子

車

田

昭

司

車

田

政

子

車

田

茂

夫

坂

本

幸

子

関

根

雅

彦

溝
井
て
る
子

矢

吹

茂

子

矢

吹

浩

子

矢

吹

典

子

吉
田
美
智
子

中
藤…斎小飯
田藤林田
み
藤ど友徳
子り市子

岩

法

寺

吉芳草大
目、賀野竹

照
子
園
代
一
美
能
秋

.::e:ュ
巴

崎

上

野

文

枝

小
林
正
一

鈴
木
ト
ミ
子

伏

田

則

夫

湯矢
沢吹

和明
子子

鈴高小岩
木林針谷
美
豊 代康直
子子男子

矢草大
吹野竹

美正和
好子久

湯根鈴小
沢本木林

利;武信正
之則二四

南

須

釜

石
井
美
由
紀

大
野
喜
美
子

小
山
田
敬
幸

黒

沢

里

美

塩

沢

和

彦

関
根
と
し
ょ

小
針
み
ゆ
き

北

須

釜

大
野
今
朝
代

草
野
正
一

榊

枝

初

子

鈴

木

洋

子

鈴

木

明

彦

矢

吹

弘

関
根
と
し
子

吉
須有
釜賀

貞
喜
信
一

山

小

屋

石
森

ハ
ツ
子

石
森
美
知
子

小

新

田

真
野
目
セ
ツ
子

囚
辻
新
田

飯
田
千
代
子

大
野
木
代
子

渡
辺

秋

男

円鈴小小犬犬
谷木原山野野

田み
兼定正幸つ金
一男広夫江 雄

草宗鈴塩草草
野形木沢野野

芳浩正利正直
久勝浩子光一

大

和

田

尚

須
釜
恵
利
子

石
森
二
三
夫

関石
根日井
真と
理も
子子

気
温
が
一
度
下
が
る
と
、
ご
は
ん
一

杯
分
の
カ
ロ
リ
ー
が
余
計
い
る
と
い
わ

れ
ま
す
。
寒
さ
を
防
ぐ
に
は
、
お
部
屋

の
暖
房
効
果
を
増
す
こ
と
も
大
切
で
す

が
、
十
分
な
栄
養
を
と
っ
て
、
か
ら
だ

の
中
か
ら
あ
た
た
め
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
よ
く
「
寒
い
か
ら
一
杯
や
ろ
う
」

と
、
お
酒
に
カ
ロ
リ
ー
を
求
め
る
の
は

皮
膚
の
表
面
か
ら
熱
の
放
射
が
は
げ
し

く
な
る
の
で
、
そ
の
効
果
は
ほ
ん
の
一

時
的
な
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
は
ど
う
し
て
も
外
で
お
酒

を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
肝
硬

変
患
者
の
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
病

気
に
な
る
前
に
、
相
当
量
の
お
酒
を
飲

む
習
慣
を
も
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
そ
の
こ
と
か
ら
蛍
白
質
の
不
足
と

と
も
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
肝
硬
変
の
原
因

の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

油
な
べ
に
火
が

入
っ
た
と
き
の

消
火
法

。
ガ
ス
の
栓
を
閉
め
ま
し
ょ
う
(
温

度
を
下
げ
る
)
。

②
ふ
た
が
あ
る
と
き
は
、
な
べ
を

倒
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
、

炎
に
惑
わ
さ
れ
ず
正
確
に
ふ
た

を
し
ま
す
。

③
ふ
疋
が
な
い
場
合
は
¥
大
き
め

の
市
を
ぬ
ら
し
て
、
手
前
か
ら

覆
い
か
ぶ
せ
ま
す
。

④
野
菜
な
ど
を
燃
え
て
い
る
な
べ

に
入
れ
る
の
も
よ
い
で
す
が
、

あ
わ
て
て
投
げ
込
ん
だ
り
、
水

の
つ
い
疋
物
を
入
れ
る
と
泊

ガ
飛
び
叡
っ
て
や
け
ど
を
し
ぎ

す
。
水
に
ぬ
れ
て
い
な
い
大
き

な
葉
っ
ぱ
を
広
げ
、
ふ
だ
を
す

る
よ
う
に
な
べ
に
か
ぶ
せ
ま
す
。

⑤
な
ん
と
い
っ
て
も
消
火
器
が
あ

れ
ば
す
ぐ
消
せ
ま
す
。
だ
だ
注

意
し
疋
い
の
は
、
泊
巳
直
接
噴

射
し
な
い
こ
と
で
す
。
油
ガ
飛

び
叡
っ
て
思
わ
ぬ
や
け
ど
を
す

る
ご
と
が
あ
り
ま
す
o
'

一
度
な

べ
の
壁
画
に
当
て
て
か
ら
¥
泡

を
入
れ
る
の
が
正
し
い
使
い
方

で
す
。

⑤
水
を
か
け
る
の
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
炎
が
よ
け
い
大
き
く
な
っ

疋
り
¥
燃
え
て
い
る
油
が
あ
ふ

れ
出
て
危
険
で
す
。

実現させよう『福島空港』を須賀川東ヘ l~
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良
く
て
反
当
リ

六
億
か
〆

昭和56年12月1日

収
穫
を
終
え
P

ホ
ッ
H

と

一
息
と
い
う
農
家
の
み
な
さ

ん
で
す
が
、
今
年
も
米
の
収

穫
は
良
く
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。「
今
年
は
、
実
入
り
は
良

い
が
束
数
が
な
い
、
反
当
り

六
俵
が
良
い
と
こ
ろ
」
と
ち

ょ
っ
と
暗
い
表
情
を
か
く
せ

ず
話
し
て
く
れ
た
小
原
保
さ

ん
(
南
須
釜
)
。

苗
の
分
け
つ
時
期
の
天
候

不
順
の
影
響
は
大
き
く
、
昨
年
が
良
く

な
か
っ
た
だ
け
に
、
今
年
に
か
け
る
期

待
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

農
作
物
(
稲
作
)
は
天
候
が
勝
負
で

あ
り
、
そ
し
て
水
、
肥
料
の
三
つ
が
適

当
な
時
期
に
、
適
当
な
量
を
必
要
と
し

ま
す
。
ど
の
一
つ
が
欠
け
て
も
最
高
の

収
穫
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

最
終
的
な
結
果
は
、
ま
だ
出
ま
せ
ん

が
、
反
当
り
約
六

i
六
俵
半
ぐ
ら
い
の

見
込
み
で
す
。

No. 184 たまかわ広報

昨
年
は
未
曾
有
の
冷
害
に
よ
る
農
業

所
得
の
減
収
に
続
い
て
今
年
も
不
安
定

な
気
候
災
害
に
よ
り
農
作
物
の
収
穫
は

期
待
外
れ
に
終
り
そ
う
で
あ
る
。
秩
の

取
入
れ
も
早
々
に
毎
年
遠
地
出
稼
に
行

か
れ
る
者
、
友
人
知
人
に
頼
る
出
稼
就

労
者
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

出
稼
ぎ
さ
れ
る
場
合
に
は
、
許
可
の

な
い
募
集
人
や
手
配
師
等
の
勧
誘
で
就

労
せ
ず
、
正
規
の
手
続
を
受
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

。
出
稼
ぎ
に
行
く
前
に
は
次
の
こ
と

に
つ
い
て
、
家
族
と
話
し
合
っ
て
決

め
て
お
く
こ
と
。

一
、
就
労
計
画
ハ
出
発
日
と
帰
郷
日
〉

一
、
送
金
の
方
法
、
農
協
口
座
其
ノ

他
一
、
家
業
(
農
作
業
や
家
畜

管
理
)
処
理
方
法

一
、
就
労
先
事
業
所
の
名
称
、
所
在

地
、
宿
舎
の
住
所
、

T
E
L
、

(
特
に
会
社
や
宿
舎
の
変
更
は
す
ぐ

家
族
に
知
ら
せ
る
)

一
、
グ
ル
ー
プ
で
出
稼
ぎ
に
行
く
場

合
は
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
氏

名
を
知
ら
せ
て
お
く

。
必
ず
出
稼
労
働
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
身
分
、
同
居
親
族
、
健
康
診
断
を
受

け
る
こ
と
。
〈
こ
の
手
帳
は
安
定
所
、

市
町
村
役
場
で
交
付
〉

村
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
は
六
五

名
の
雇
用
保
険
者
が
あ
り
ま
し
た
が
、

雇
用
保
険
に
加
入
し
て
な
い
出
稼
者
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
是
非
雇
用
保
険
の

適
要
を
受
け
保
険
金
一
時
払
を
受
け
所

得
の
増
大
を
計
っ
て
下
さ
い
。

農
委
調
べ
で
は
年
間
五
九

O
で
、
就

労
人
口
の
一
二
・
一
一
二
%
が
、
出
稼
労

働
者
と
な
っ
て
居
り
ま
す
。

相
談
員
の
基
本
的
な
業
務
は
、
総
合

農
政
の
推
進
に
伴
っ
て
農
業
を
離
れ
て

他
産
業
に
就
職
を
希
望
す
る
人
々
に
対

し
離
農
転
職
お
よ
び
出
稼
就
労
に
関
す

る
各
種
の
業
務
、
就
労
山
情
報
の
提
供
、

相
談
、
助
言
等
の
指
導
を
行
な
っ
て
居

り
ま
す
。
出
稼
求
人
者
、
日
給
月
給

額
、
仕
事
の
内
容
等
の
資
料
は
い
つ
で

も
準
備
し
て
居
り
ま
す
の
で
ご
連
絡
下

さ
い
。
雇
用
保
険
者
加
入
を
す
る
と

「
出
稼
中
の
所
得
が
税
務
課
に
知
ら
れ

る
」
と
思
う
人
が
あ
り
ま
す
が
、
職
業

安
定
所
で
は
一
切
門
外
、
税
務
署
、
市

町
村
税
務
課
等
に
は
一
切
資
料
の
提
供

は
致
し
て
居
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し

て
下
さ
い
。

県
職
安
農
業
者
転
職
相
談
員

境

問

孝

「

l
1
1
1
1
j
!
i
i
l
J

一
日
モ
ニ
タ
ー
調
査
結
果
か
ら
H

一

一A
塩
さ
け
は
、
産
卵
の
た
め
川
に
上

A
鶏
卵
は
、
産
卵
不
足
の
た
め
、
前
月
一

一
が
っ
て
き
た
さ
け
が
大
量
に
と
れ
て
よ
り
、
一
四
Mm関
値
に
な
っ
て
い
る
よ
一

一

お

り

、

中

級

程

度

の

塩

さ

け

が

多

く

う

で

す

。

一

一
出
回
り
、
価
格
も
値
下
が
り
し
て
い

A
灯
油
は
、
中
通
り
に
つ
い
て
は
前
月
一

一

ま

す

。

と

ほ

と

ん

ど

値

動

き

が

見

ら

れ

ま

せ

一

p

一

A
玉
ね
ぎ
、
馬
れ
い
し
ょ
は
、
入
ん
。
村
判
の
十
一
月
現

ιの
各
小
売
広
↑
ヘ

一
月
、
九
月
の
集
中
豪
雨
と
台
風
に
よ
の
灯
油
価
格
を
見
る
と
、
一
リ
ッ
ト
二
東

一
る
被
害
に
よ
り
、
例
年
よ
り
ニ

J
一
ニ
当
り
の
配
達
料
込
み
平
均
価
格
は
、
約
一
日

一

割

収

入

減

が

予

想

さ

れ

る

よ

う

で

、

九

十

一

円

で

す

。

一

川

町

一
価
格
も
前
月
よ
り
入
・
四
%
値
上
が
傘
食
肉
に
つ
い
て
は
、
県
食
肉
消
費
対
一
副
知

一
り
し
て
お
り
、
玉
も
こ
ぶ
り
で
す
。
策
協
議
会
加
盟
の
約
五
人

O
庖

の

精

肉

一

白

一

A
秋
冬
野
菜
の
代
表
で
あ
る
キ
ャ
ベ
広
で
は
、
牛
、
豚
肉
の
消
費
拠
大
を
は
一
け

一
ッ
、
白
菜
、
大
根
等
は
、
天
候
に
恵
か
る
た
め
、
毎
週
土
曜
日
を
「
特
腹
デ
一
§

一
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
価
格
も
安
値

1
」
と
定
め
、
通
常
よ
り
一
割
程
度
安
…
あ

…
で

推

移

す

る

も

の

と

思

わ

れ

ま

す

。

く

販

売

さ

れ

て

い

ま

す

。

一

島

〈

!
1
1
1
1
1
1
1
1
!
j
i
'
l
i
1
1
1
1
1
1
i
l
i
福
伊
自

，っょせ
A
C
 

見
.
1司

d実

意

少
年
ふ
る
さ
と
運
動
に
参
加
し
て

須
釜
小
六
年

わ
た
し
は
、
少
年
ふ
る
さ
と
運
動

向
に
参
加
し
て
、
ほ
ん
と
う
に
よ
か
っ

M

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

同
学
校
で
学
べ
な
い
こ
と
が
学
べ
た
か

N

ら
で
す
。

仏
教
え
て
も
ら
っ
た
の
は
、
民
話
や

w

伝
説
、
そ
れ
か
ら
、
わ
ら
の
も
じ
り

何
方
や
わ
ら
ぞ
う
り
の
作
り
方
で
す
。

仏
教
え
て
も
ら
っ
た
の
で
は
な
く
、
実

山
際
に
見
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

須

釜

江

紀

は
、
玉
問
村
の
文
化
財
で
す
。

わ
た
し
は
最
初
の
事
業
に
参
加
し
た

時
に
、「
少
年
ふ
る
さ
と
運
動
つ
て
な
に
か

な
。
」
と
、
そ
れ
ば
っ
か
り
考
え
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
だ
ん
だ
ん
、
ふ
る
さ

と
運
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
最

初
に
書
い
た
と
お
り
、
学
校
で
学
べ
な

い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
。

わ
た
し
が
ふ
る
さ
と
運
動
に
行
っ

て
得
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
吉
村
の
七
不
思
議
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
な
ぜ
こ

の
吉
村
の
七
不
思
議
を
知
っ
て
得
し

た
か
と
言
う
と
、
わ
た
し
は
、
吉
村

の
七
不
思
議
な
ん
か
、
あ
る
の
か
な

い
の
か
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
で

す。
わ
た
し
は
、
ふ
る
さ
と
運
動
の
事

業
が
、
も
っ
と
増
え
て
、
最
終
の
日

に
は
、
と
ま
っ
て
い
け
た
ら
い
い
な

あ
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
関
手
る
問
題
の
相
談
を
う
け

ま
す
。

と

き

ん
ゲ
回
刊
日日鉦…

と
こ
否

一
字
(
常
用
漢
字
表
プ
ラ
ス
新
人
名

用
漢
字
別
表
)
に
な
り
ま
し
た
。
つ

ま
か
、
百
四
十
一
字
地
・
え
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ
の
中
で
、
新
し
く
人
名
用
漢
字

別
表
に
仲
間
入
り
し
た
の
は

「
起
へ

「
菜
」
、
「
遼
」
な
ど
の
五
十
四
字
(
別

表
参
照
)
。
今
ま
で
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
「
起
夫
」
や
「
窓
太
郎
」
な
ど
の

名
前
九
U
O
K
に
な
り
ま
し
た
。

名
前
は

f
bう
一
つ
の
顔
。
と
し

て
、
一
生
つ
い
て
ま
わ
る
も
の
。
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
こ
め
て
、
ス
テ
キ
な

名
前
を
考
え
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

生
ま
れ
て
き
た
子
へ
の
最
初
の
プ

レ
ゼ
ン
ト

i
iそ
れ
は
、
名
前
を
付

け
て
あ
げ
る
こ
と
で
字
。
わ
た
し
た
ち

は
H

名
が
体
を
表
す
a

よ
う
に
願
い
を

こ
め
℃
7

子
へ
の
深
い
愛
情
と
夢
を

そ
の
名
前
一に
託
じ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
一五
こ
の
名
前
に
使
え
る

漢
字
が
、
今
年
の
十
月
一
日
か
ら
増

え
た
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

今
ま
で
子
供
の
名
前
に
使
え
る
淡

字
は
J

千
九
百
七
十
字
(
当
用
漢
字

表
プ
ラ
ス
一人
名
用
漢
字
別
表
・
同
追

加
表
ア
で
し
た
。
こ
れ
が
、
常
用
漢

字
表
等
の
制
定
に
よ
り
、
二
千
百
十

当
54字増えました

たまかわ

i
互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
て

豊
か
な
人
間
関
係
を
作
ろ
う
!

談
所

十
二
月
七
日
(
月
)
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
一
週

間
全
国
的
に
展
開
さ
れ
る
人
権
週
間
の

記
念
行
事
と
し
て
、
法
務
局
と
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
で
は
無
料
人
権
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
が
、
今
回
は
特
に
本
村

に
会
場
を
も
ち
ま
す
の
で
、
こ
ま
り
ご

と
や
も
め
ご
と
、
な
や
み
ご
と
を
お
持

ち
の
方
は
気
が
る
に
お
で
か
け
下
さ
い

な
お
、
村
外
の
方
で
も
結
構
で
す
か

ら
心
あ
た
り
の
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

す
す
め
下
さ
る
よ
う
申
し
添
え
ま
す
0

0

相
談
は
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職

員
が
担
当
し
て
、
個
別
に
う
か
が
い

内
容
は
す
べ
て
秘
密
に
し
ま
す
。

o
名
誉
、
信
用
、
差
別
待
遇
、
酷
使
虐

待
、
強
制
圧
迫
、
ば
い
煙
、
騒
音
、

悪
臭
に
よ
る
筆
一
一
円
な
ど
の
人
権
侵
害

問
題
。

。
結
婚
、
離
婚
、
親
子
、

‘扶
養
、
相
続

な
ど
の
家
事
問
題
。

。
そ
の
他
刑
事
、
行
政
、
税
務
、

労
働

〈こ存じてすか〉

人名漢字
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伍

伶

佑

尭

孟

峻

嶺

巴

出
口
同

オτこ
弓与

pl1 
オミ

彬

惇

惟

慧

斐

楓

槙

汐

拘

沈

渥

瑛

活

璃

日

Eヨrn 

三人名用に新採用の54字三

昭和56年12月1日

甫

措

昨

矩

碧

笹

緋

朔

惰

蓉

蕗

虹

員尽

手火

苑
十
末
十
利
萌

魁

迫

遥

遼

霞

頒

駿

鳩

鷹

Z
E
-
-
回
目
E
=
=
=
言
語
留
置
"
=
=
=
田
園
田
E
=
=
=
園
田
園
自
=
E
m
B
E
E
-
-
E
=
回
目
盟
主
=
=
田
園
H
E
E
-
-
=
萄
量
聾
置
=
=
=
園
田
園
圃
圃
=
=
=
=
園
田
E
E
m嶋田
ESEm--==園間盟国=暢

日
目
周
回
目

=mm・--岡田園田===-露関樋aa--==E
・E・-E
="

地
元
の
人
達
は

ど
お
し
め
様
H

と
よ
ん

で
一レ
る
ゆ

こ
の
石
像
は
蒜
生
の
東
側
山
中
の
区

有
地
に
無
縁
墓
地
が
あ
り
、
，
そ
こ
に
建

立
さ
れ
て
い
る
。

碑
の
表
面
に
は
「
桜
林
良
救
信
士
」

と
あ
り
、
享
保
廿
卯
天
三
月
十
七
日

(
一
七
一
一
一
五
)
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

写
真
左
は
柳
沼
ツ
?
さ
ん
宅
東
側
に

ま
つ
ら
晶
，℃
い
る
よ
剥
げ
ん
不
動
η

で

占
め
る
。お
し
め
様
お
げ
ん
不
動
に
ま
つ
わ
る

一
説
ハ
真
弓
友
英
氏
談
)
と
二
つ
の
石

仏
の
一因
縁
話
で
あ
る
。

金
を
渡
し
て
も
ち
え
な
い

ο

お
げ
ん
は
H

外
来
者
だ
か
一ら
民
一鹿
に

す
る
の
か
H

と
村
ん
た
ち
を
怨
む
よ
う

に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
お
げ
ん
の
怨
念
の
せ
い

か
、
間
も
な
く
蒜
生
村
に
は
疫
病
が
は

や
り
出
し
多
く
の
死
人
が
出
る
有
様
で

あ
っ
た
。

村
人
た
ち
は
恐
怖
に
お
の
の
き
乍

ら
、
占
い
師
に
占
っ
て
も
ら
っ
た
処
、

や
は
り
お
げ
ん
の
怨
念
の
た
ふ
り
な
の

だ
か
ら
不
動
様
を
お
ま
つ
り
し
て
、
こ

の
怨
念
を
静
め
て
も
ら
う
よ
う
に
と
申

じ
渡
さ
れ
た
。

写
真
右
は
お
げ
ん
の
像
で
、
今
で
も

今
か
ら
約
一
一
五
。
年
程
前
の
享
保
の

頃
(
一
七

0
0年
代
初
期
〉
蒜
生
村
に

H

お
げ
ん
H

と
い
う
他
所
か
ら
来
た
女

性
が
住
み
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し

て
当
時
流
行
し
て
い
た
無
尽
講
に
も
入

っ
て
、
だ
ん
f
t
I
と
地
元
の
人
達
と
な

じ
み
を
深
く
し
て
い
っ
た
C

そ
の
う
ち
幸
運
に
も
無
尽
の
く
じ
に

あ
た
り
金
を
受
取
れ
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
C

と
こ
ろ
が
月
九
日
が
経
っ
て
も
一
向
に

5 



かE

ら

一
線
で
き
る
制
度
が
あ
力
ま
す
。

'

倍
と
な
一方
、
頭
痛
喝
ヰ
な
り
。
七

Mm
に

こ
の
追
納
は
、
パ
過
去
十
年
以
内
の
な
る
と
発
汗
、
血
圧
が
上
昇
し
失
神
も

…
免
除
期
聞
に
つ
い
て
当
時
の
保
険
料
し
く
は
死
亡
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

…
額
で
行
う
こ
ー
ιが
で
き
、
追
納
し
ま
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
を
使
う
場
合
は
、
一

日
す
と
、
こ
の
期
間
は
保
険
料
を
納
め
時
間
に
一
回
、
一
分
間
位
窓
を
あ
け
ま

日
た
ー年
金
額
に
計
算
じ
な
お
さ
れ
ま

一じ
よ
う
。
一マ

…

す

。

八

一

酸

化

炭

素

中

毒

〉

こ
の
免
体
制
制
度
怯
、
任
意
加
入
の
一
酸
化
炭
素
中
毒
は
、
お
も
に
急
性

日
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ぞ
に
は

ーパ
中
毒
で
?
?
軽
い
と
き
は
ま
ず
頭
痛
‘

日
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

ぐ
め
ま
(い
、
耳
な
り
程
度
で
、
七
だ
い
に

…
く
わ
し
く
は
、
役
場
住
民
課
国
民
鼓
動
公
高
i
り
、
は
き
け
を
催
し
て
き

一
年
金
係
ま
た
は
須
釜
支
所
へ
お
潤
い
ま
す
ア
γJ
ぷ

…
合
せ
く
だ
さ
い
、。

一

酸

化

炭

素

の

濃

い

ド

ガ

ス

を

多

量

に

t
j〈
j
t
f
ι
5
t
5
t
3
2乙
吸

J

つ
宅
重
病
に
な
-る
と
、
意
識
不
明
の

-
弘
義
行
ぎ
一

一J
、

昏
睡
状
態
に
いお
も
い
り
、
呼
吸
は
浅

拍
務
』
桜
錨
翠
纏
閣
m
d
J
h
何

一

ぐ

、

脈

が

速

く

な

り

ま

す

。

一al
l
J
!

護

審

議

機
鱗

昏
睡
状
態
か
ら
さ
め
る
と
、
長
い
間

.

愛

唱

つ

ひ

ど

い

頭

痛

が

残

り

ま

す

o
昏
睡
状
態

認
識
襲
、
青

か
ら
さ
め
な
い
で
ト死
ぬ
こ
と
も
あ
り
ま

冬
の
到
来
と
共
に
室
内
の
暖
房
が
す
O
一

日
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

句酒
に
酔
い
、
煉
炭
こ
た
つ
等
に
も
ぐ

暖
房
燃
料
と
し
て
お
も
に
使
わ
れ
ロ
眠
っ
て
し
ま
う
事
は
ダ
大
変
危
険
な

…
て
い
る
の
が
木
炭
1

煉
豆
炭
、
好
事
で
す
。

園
ス
、
灯
油
等
‘で
す
。
し
か
し
、
之
れ
一
酸
化
中
毒
の
本
態
は
、
一
酸
化
炭

唱
ら
可
燃
物
が
燃
え
る
と
き
は
、
完
全
素
が
血
液
中
の
へ
F

モ
グ
ロ
ピ

γ

(赤
血

燃
焼
で
あ
れ
ば
炭
酸
ガ
ス
(
の
。
N
)

水
球
の
色
素
で
酸
素
を
運
ぶ
も
の
)
と
強

な
ど
が
発
生
し
、
も
し
も
不
完
全
燃
焼
く
結
合
す
る
た
め
、
血
液
は
酸
素
の
吸

の
場
合
は
、
炭
酸
ガ
ス
に
な
ら
ず
に
一
収
が
で
き
な
く
な
っ
て
、
体
内
に
酸
素

酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま
す
。
一
酸
化
炭
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
た

素
は
猛
毒
で
す
。
ま
た
炭
酸
ガ
ス
に
よ
め
で
す
。
血
液
中
の
酸
素
吸
収
量
が
三

る
窒
息
事
故
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の

O
J五
O
M
に
減
少
す
る
と
死
に
至
る

で
、
室
内
の
換
気
に
は
充
分
注
意
し
ま
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
よ
う
。

日
頃
の
成
果
を

発
表
玉
川
一
小

文
化
の
日
を
中
心
に
、
、
休
日
を
利
用
し

た
り
、
農
作
業
の
合
い
聞
を
み
て
は
、

会
場
を
訪
れ
る
参
観
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。日
頃
の
趣
味
や
技
術
を
生
か
し
た
作

品
の
中
で
も
、
人
気
を
集
め
た
の
が
、

生
活
に
密
着
し
た
作
品
の
多
い
老
人
作

品
展
示
場
で
、
昔
を
忍
ぶ
作
品
も
数
多

く
、
貴
重
な
技
術
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た。

文
化
展
一はー
ヶ
オ
月
一
王
ー
一
日
か
ぎ

ら
十
一
月
四
日
ま
で
村
体
育
館
、

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
聞

か
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
多
彩
な
力
作
が
数
多

く
出
展
さ
れ
、
日
本
画
、
写
真
、

生
け
花
、
児
童
生
徒
の
図
画
習

字
、
老
人
作
品
、
菊
花
盆
栽
等
数

多
く
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

6 

実現させよう「福島空港」を須賀川東ヘF

昭和56年12月1日

不
思
議
な
笛
吹
き
を
演
じ
る

四
年
生

惨
国
民
年
金
の
保
険
料
を
、
納
め
る

日
こ
と
が
む
ず
か
し
い
と
ョき
は
、
届
け

日
出
て
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

一
す
。
免
除
を
受
け
ま
す
と
、
将
来
受
け

日
る
老
齢
年
金
が
、
保
険
料
を
納
め
た

日
人
の
三
分
の
一
に
な
っ
て
、
大
変
不

一
利
益
で
す
。

そ
の
た
め
、
免
除
を
受
け
た
期
間

日
に
つ
い
て
、
将
来
、
-
経
済
的
な
ゆ
と

…
か
が
で
き
た
と
き
に
、
保
険
料
を
追

追

老人
人気
作を
品集
展め 一
た

~ 

No. 1 84  

料

みごとな懸撞

たまかわ

〈
中
毒
者
を
見
つ
け
た
ら
、〉

も
し
中
毒
者
を
見
つ
け
た
時
は
、
す

ぐ
原
因
を
取
り
除
き
(
燃
焼
物
を
消
す

か
外
に
出
す
)
、
窓
や
戸
を
開
け
て
、

新
鮮
な
空
気
、
酸
素
を
入
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
中
毒
状
態
が
重
い
時
は
、

動
か
さ
ず
医
師
に
連
絡
を
し
て
下
さ

八
炭
霞
ガ
ス
中
毒
〉

新
鮮
な
空
気
中
に
は
炭
酸
ガ
ス
は
、

約

0
・
。
一
ニ
ガ
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

密
閉
し
た
室
で
ガ
ス
な
ど
を
長
時
間
燃

す
と
、
酸
素
欠
乏
と
と
も
に
炭
酸
ガ
ス

が
増
え
ま
す
。
炭
酸
合

o
S
の
濃
度

が
四
%
以
上
に
な
る
と
呼
吸
は
普
通
の

A 
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昭和56年12月 1日7 

。
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

o
災
害
に
あ
っ
た
人

つ
レ
て
」

。
貯
蓄
と
税
金

わ
た
く
し
た
ち
は
、
不
時
の
出
費
な

ど
に
備
え
て
、
預
金
を
し
た
り
公
社
債

を
買
っ
た
り
し
て
貯
蓄
を
し
ま
す
。

預
金
や
公
社
債
の
利
子
は
、
利
子
所

得
と
し
て
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
が
、

一
定
の
手
続
を
と
る
左
非
課
税
の
取
扱

い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
税
務
相
談
室

や
税
務
暑
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

竜
崎
の
平
鍬
踊
り
が
「
見
本
市
ふ
く
し
ま
」
で
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
「
見
本
市
ふ
く
し
ま
」
は
、
十
月
十
日
か
ら
十
五
日
ま
で

南
東
北
総
合
卸
セ
シ
タ

i
で
開
催
さ
れ
、
我
村
の
民
族
芸
能

と
し
て
竜
崎
平
鍬
踊
り
が
出
演
し
会
場
を
訪
れ
た
県
民
は
も

と
よ
り
県
外
の
人
達
に
披
露
し
、
名
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。

竜
崎
の
平
鍬
踊
り
は
、
地
元
保
存
会
(
代
表
小
林
喜
次
さ

ん
)
の
人
達
の
手
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

No. 1 84 

サ
ラ
り

i
マ
ン
が
給
料
を
も

ら
う
と
き
、
そ
の
所
得
税
は
源

泉
徴
収
で
天
引
き
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
十
二
月
に
年
末

調
整
で
一
年
間
の
所
得
税
が
精

算
さ
れ
ま
す
。

な
ぜ
年
末
調
整
が
必
要
か
と
い
い
ま

す
と
、
①
年
の
中
途
で
赤
ち
ゃ
ん
が
生

れ
た
り
し
て
扶
養
親
族
の
数
が
変
わ
る

こ
と
が
あ
る
こ
と
、
②
生
命
保
険
料
や

損
害
保
険
料
の
控
除
は
年
末
に
一
度
に

引
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
③
源

泉
徴
収
事
務
が
複
雑
に
な
ら
な
い
よ
う

に
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
に
適
用
す

る
税
額
表
が
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
な
ど
に
よ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス

か
ら
源
泉
徹
収
さ
れ
た
所
得
税
と
、
一

構造統計調査に
ご揚力を

昭和55年から始まったエネルギー消費構造統

計調査が、今年主/12月3PEB現在て、行われます。
皆様もご承知のとおり、イラン政変を契機とし

て石油の有限姓が認識され、わが国のエネルギ

一政策も石油!など燃料資源の安定供給の確保対

策から、一方では、 'エネルギーの将来{こ対まる

総合的な政策が求められることになり、省エネ

ルギーの推進等の施策が進められてねます。

これらの施策を円滑{こ推進し、今後のエネル

ギー需給に著しり不均衡が生じな日ょう!こする

ためには、エネルギー消費の実態と動向を的確

に把握しておく必要があり、そのため、通商産

業省ては「商鉱工業エネルギー消費統計調査J

を寒睡しております。乙の調査は、年 1回の「消

費構造統計調査J と毎月行う「消費動態統計調

査」の2本立てとなってります。 ζの、商鉱工
業エネルギー消費構造統計調査は毎年12弓末日

現在の調査で、エネルギー消費の産業別、規模

別、地域別構成をとらえるととを目的としての

まま。

調査をお願りする事業所(商業・鉱業・製造業)

には、年末年始にかけ、て調査員が調査票を持つ

τお伺日します¢て、こ協力をお願りします。
記載された内容!こつりては統計以外の目的に

は使用けたしませんのて‘安心してこ記入くださり巳

エネルギー

消費

年
間
の
収
入
に
対
す
る
正
し
い
税
額
と

を
比
べ
て
、
納
め
過
ぎ
て
い
た
ら
還
付

し
、
納
め
足
り
な
い
と
き
は
徴
収
す
る

こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
は
年
末
調
整
に
よ
っ
て
一
年
間
の

所
得
税
の
納
税
は
完
了
し
ま
す
が
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
次
の
よ
う
な
人
は
確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
給
与
の
年
収
一
千
万
円
を
超
え
る
人

②
給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超

え
る
人
。

ま
た
、
確
定
申
告
を
す
る
義
務
の
な

い
人
で
も
、

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確

定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

0

マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
人

力を

平鍬踊

製造業の皆さん、通商産業省では昭和56年12

月31日現在ても昭和56年工業統計調査を実施し

ます。

この調査は、製造業を営む事業所を対象とし

て、製造品の出荷額、原材料使用額、有形固定

資産額などを調査レ、工業の事態を明らかにす

るごとを目的としてります。

この統計調査の結果は、例えば都市開発恰下

水道整備計画の立案iこ利用されたり‘また3 み
なさんが各種製品の生産、販売計画をたてる場

合の参考にもなるなど、生活と深り関係があり

ます心

また古本年は工業実態基本調査が行われます。

乙の調査は企業の実際の姿につりて正しり資料

を集めることを目的としたものであり、中小企

業の経営の安定を図り、国の経済を健全に発展さ

せるために、ぜひとも必要なものです。

調査をお願りする製造事業所には、年末年始

にかけて調査員が調査票を持ってお伺りします

ので、ご協力をお願りします。

なお、調査票に記載された内容は、外部には

もらしませんのて‘安心してご記入くださり口

実現させよう『福島空港」を須賀川東ヘy
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集
う
参
加
者

村
民
囲
碁
将
棋
大
会

昭和56年12月 1日

公
民
館
で
は
、
恒
例
の
村
民
囲
碁
将

棋
大
会
を
左
記
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

村
内
向
好
者
多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。記

一

、

日

時

昭
和
昨
年
1
月
幻
日
〈
日
〉
午
前

8
時

ω分
よ
り

ニ

、

会

場

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

=
一
、
参
加
資
格

村
内
に
在
住
す
る
者
又
は
村
内
宮

街
、
工
場
に
勤
務
す
る
者
。

四
、
試
合
方
法

参
加
人
数
に
よ
り
決
定
す
る
。

五
、
参
加
賞

一ニ

O

O
円

六
、
参
加
申
込

1
月
初
日
ま
で
公
民
館
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

No. 1 84  たまかわ

。
年
末
の
汲
取
り

申
込
み
に
つ
い
て

年
末
の
汲
取
h
伎
の
申
込
み
は
早
目
、に

お
申
込
み
下
さ
，い。

。
危
険
物
収
集
日
の

変
更
に
つ
い
て

1
月
分
危
険
物
収
集
日
が
変
更
に
な

り
ま
す
。
毎
月
1
目
、
2
日
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
ー
月
は
西
部
地
区
が
ロ
月

お
日
〈
金
〉
1

東
部
地
区
が
ロ
月
初
日

(
土
〉
に
繰
り
上
げ
て
実
施
さ
れ
ま
す
o

f

危
険
物
は
、
指
定
場
所
に
袋
詰
め
に

し
出
す
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

天
気
予
報
(
十
二
月
)

や

必

(
福
島
地
方
気
象
台
発
表
〉

は
じ
め
は
、
移
動
性
高
気
圧
に
お
お

わ
れ
て
暖
か
な
晴
の
日
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
後
は
、
季
節
風
が
強
ま
り
、

会
津
地
方
で
は
雪
の
降
る
日
が
多
く
、

一
時
大
雪
の
降
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

浜
通
り
、
中
通
り
地
方
で
は
、
晴
れ
る

日
が
多
く
な
る
で
し
ょ
う
。

月
平
均
の
気
温
は
平
年
並
、
降
水
量

ぬ
浜
通
り
、
中
通
り
地
方
で
は
平
年
並

か
や
ふ
少
な
く
、
会
津
地
方
で
は
平
年

並
か
や
ふ
多
い
見
込
で
す
。

今
月
の
納
税

。
固
定
資
産
税
三
期
分

。

国

民

年

金

四

期

分

納
期
間
以
は
、
お
日
ま
で
で
す
。

忘
れ
ず
、
期
日
ま
で
に
納
め
ま
し

ト
ι
λ
ノ
。

5
日
(
土
〉

H
リ

〈

H
リ
〉

6
日
〈
日
〉

9
日
(
水
)

ロ
日
(
土
〉

日
日
〈
日
〉

μ
日
(
月
〉

日
日
(
火
)

四
日
(
土
〉

初
日
ハ
日
)

M
日
ハ
木
V

住
民
謀
衛
生
関
係

事

業

べJ

予
一円
定

1
日
(
火
)
妊
婦
検
診

(
西
部
〉
.母
子
セ

ン
タ
ー
午
後
1
時

1
2時

4
日
(
金
〉
定
時
外
畜

犬
登
録
及
び
狂
犬

病
予
防
注
射
就

業
改
善
セ

γ
タ
l
前
午
前

9
時
!
日
時
須
釜
公
民
館

前
午
前
印
時

ω分
J
日
時

初
分
母
親
学
級
就
業
改
善
セ

ン
タ
ー

9
時
ぬ
分
J
ロ
時

歯
科
巡
回
診
療
四
辻
農

業
研
修
所

子
宮
ガ
ン
検
診
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
前
午
前
8
時

ω分
J

9
時
受
付
須
釜

公
民
館
午
前
日
時

i
m時

ω分
受
付

歯
科
巡
回
診
療
四
辻
農

業
研
修
所

献
血
日
程
表
の
と
お
り

妊
婦
検
診
(
東
部
〉
母
子

セ

γ
タ

1
午
後
1
時
1
2

時
受
付

歯
科
巡
回
診
療
四
辻
農

業
研
修
所

乳
幼
児
検
診
母
子
セ
ン

女
1
午
後
1
時
!
2
時
受

付

f-、PAV
程表日献血4

日
(
金
)

η

(
金〉

8
日
(
火
〉

地

区

川

辺

小

高中

岩

法

寺

竜

崎
南

須

釜

北

須

釜

士口

午前10時-10時30分

H10時45分.......11時45分

H11時30分-12時

午後0時45分.......1時15分

1時30分.......，2時

2時15分叩3時30分
" 

公

民

館

行

事

予

定

書
道
教
室
(
須
釜
〉

社
交
ダ
ン
ス
教
室

日
本
画
教
室

お

め

た

で

(
十
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
〉

出
生
児
氏
名
保
護
者
名

須

藤

良

樹

喜

市

大

竹

和

枝

勝

一

溝

井

喬

彦

宇

一

小

針

貴

史

一

郎

小

針

玄

大

洋

一

佐

久

間

美

幸

幸

次

小

林

千

駄

久

二

夫

塩

沢

昌

儀

和

正

鈴

木

弥

生

正

夫

鈴

木

陸

正

夫

境

田

浩

章

孝

夫

択

和

浩

常

春

" 
9
日
ハ
ホ
〉

げ
日
(
木
)

m
m
日
(
金
〉

H

吋
(
金
〉

幻
自
ハ
火
〉

高
令
者
教
室

婦
人
学
級

書
道
教
室
(
須
釜
〉

社
交
ダ
ン
ス
教
室

詞
本
画
教
室

お

く

や

み

地

十
月
死分
亡の
者死
氏亡
名届
白書
玉か
ロら

忠、主位〉

清名帯

南岩 小蒜
/，須法"
釜寺 高生

"吉"" 区

真

弓

サ

イ

矢
吹
マ
ツ
ノ

須

藤

銀

一

和

田

清

一

増

子

ト

グ

小
山
田
タ
カ

馬

上

ト

メ

鈴

木

ト

メ

須
釜
ジ
ン

須

釜

厚

子

23 51 75 56 79 81 73 60 81 92 

カ
ツ
コ

畳
忠
一
一

常

世

正

直

福

久

浅
太
郎

勝
太
郎

勝
太
郎

実現させよう r福島空港』を須賀川東ヘy




